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武蔵野大学大学院 ウェルビーイング研究科 講師（委嘱） 

 一般社団法人ウェルビーイングデザイン・はたらく幸せ研究会 顧問

財団法人日本マーケティング協会 コースマイスター

 その他、デジタル庁デジタル田園都市国家構想 指標検討会議委員、不動産管理会社代表取締役社長、

企業（建設・飲食業）顧問 などを兼務

■研究領域

人材・組織開発、感情心理・感性工学（ワクワク感、Well-being）、人的資本経営、地方創生 など

人と組織の心理計測とモデリングに関する研究と社会実装

■その他 所属学会等

・Project Management Institute（PMP）、日本感性工学会、日本感情心理学会、産業・組織心理学会、ウェルビーイング学会（編集委員・テクノロジー分科会副幹事）
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Well-being
（ウェルビーイング）
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出所：パーソル総合研究所「はたらく人のウェルビーイング実態調査 2025」



デジタル田園都市国家構想【デジタル庁】

デジタル田園都市国家構想 【デジタル庁】

出典：デジタル庁 デジタル田園都市国家構想 https://www.digital.go.jp/policies/digital_garden_city_nation 4

地方創生政策においてもWell-beingを成果指標とする流れ
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本日の情報提供領域

私生活における
Well-being

人生のWell-being

職業生活における
Well-being

❶ 個人の視点 ❷ 雇用組織の視点
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職業生活は、人生において多くの時間を占める

睡眠

通勤

通勤

平均月間就業時間（稼働20日換算・1日あたり労働時間）

管理的職業従事者 164.0時間 (8.2H／日)
教員 172.6時間（8.63H／日）
一般事務従業者  148.5時間（７．４H／日） 

就業

総務省 「労働力調査」 基本集計 全都道府県 全国 年度次 （2025年）

「仕事（労働）」は、
私たちのウェルビーイング
にどのように関係しているのか？



「仕事（労働）」とは？
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◇サンプル 英国の一般成人 約22,000人（多様な職業・属性)

◇調査方法 スマホアプリ（Mappiness）によるExperience Sampling
（ランダム通知でリアルタイムに幸福度を回答）

◇活動内容 位置情報も同時取得データ規模100万件以上の瞬間的
幸福度データ（2010〜2013年の長期観測）

1：仕事中の幸福度は、ほぼすべての活動よりも低い

2：同一人物の「仕事中 vs 仕事以外」を比較しても、

仕事中は幸福度が大きく低下

3：特に「通勤」は幸福度を大きく下げる

4：ただし、仕事中でも「同僚と一緒」「屋外」「音楽を聴きながら」

などは幸福度を改善

Bryson, A., & MacKerron, G. (2017). Are 
you happy while you work? The Economic 
Journal, 127(599), 106–125.

仕事中の幸福度は低いが、条件によって改善し得る
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出所：https://www.oecd.org/en/data/tools/well-being-data-monitor.html

人生のWell-being
を考える際、

仕事（労働）は切り
離せないテーマ

OECD Better Life Index

https://www.oecdbetterlifeindex.org/#/11111111111
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個人の視点としての職業生活ウェルビーイング

個人の視点としての職業生活ウェルビーイング
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働く人のWell-beingとはどのような状態を指すのか？
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私にとっての
Well-being

ある人にとっての
Well-being

アリストテレス
（アリストテレース、前384年 - 前322年）

人間の営為にはすべて目的（目的-手段の関係）があり、
それらの目的の最上位には、それ自身が目的である「最高善」がある

ただし、なにが「善」かは主観により異なる 『ニコマコス 倫理学』

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D384%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D384%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D384%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D322%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D322%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D322%E5%B9%B4
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ウェルビーイング（Well-Being）とは

－Well Being

Well－Being

身体的 心理的 社会的

Happiness

感情としての幸福

良好な 状態

13



しあわせ～
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＊ウェルビーイング：N＝1,356

※ウェルビーイングの「意味を理解しており、人に説明することもできる」「意味は知っているが、人に説明できる程ではない」回答者に聴取

（％）

仕事における“ウェルビーイング”のイメージ

仕事における“ウェルビーイング”の語感分析

15
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意気揚々！

いい感じ！！

しあわせ～

語感分析から見る
職業生活におけるWell-beingとは？

16

仕事に対して意欲的でまじめに楽しく取り組んでおり、
私生活を疎かにせず、健康的で余裕のある状態
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職業生活における
とは？Well-being

職業生活における
Well-beingとは？

自分の仕事に満足し、仕事を通じて社会とのつながり
や貢献、喜びや楽しみを感じることが多く、怒りや悲し
みといった嫌な感情をあまり感じずにいる状態

また、そのような仕事や働き方を自分で決めること
ができている状態

Ryotaro.inoue「日本における職業生活のWell-beingに関する文化的考察」（2022）一部加筆

17
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職業生活ウェルビーイングの計測

※井上 亮太郎・金本 麻里・保井 俊之・前野 隆司（2022）．職業生活における主観的幸福感因子尺度／不幸感因子尺度の開発 エモーション・スタディーズ，8, 91‒104. 
※「はたらく人の幸せの7因子（はたらく幸せ7因子）／はたらく人の不幸せの7因子（はたらく不幸せ7因子）」と尺度は無償公開しています。https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/spe/well-being/
※「はたらく人の幸せ／不幸せ診断」では、無償で診断ができます。《QRコード参照》

はたらく幸せ実感 はたらく不幸せ実感

Positiveな感情状態 Negativeな感情状態
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はたらく人のウェルビーイングへの影響因子

※井上 亮太郎・金本 麻里・保井 俊之・前野 隆司（2022）．職業生活における主観的幸福感因子尺度／不幸感因子尺度の開発 エモーション・スタディーズ，8, 91‒104. 
※「はたらく人の幸せの7因子（はたらく幸せ7因子）／はたらく人の不幸せの7因子（はたらく不幸せ7因子）」と尺度は無償公開しています。https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/spe/well-being/
※「はたらく人の幸せ／不幸せ診断」では、無償で診断ができます。《QRコード参照》
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はたらく人の幸せの7因子

職業生活ウェルビーイングへの影響因子

はたらく人の不幸せの7因子

はたらく人の幸せ/不幸せ診断 【無償】

＊ 全42問/所要時間5分程度

20
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はたらく人のウェルビーイングへの影響因子

※井上 亮太郎・金本 麻里・保井 俊之・前野 隆司（2022）．職業生活における主観的幸福感因子尺度／不幸感因子尺度の開発 エモーション・スタディーズ，8, 91‒104. 
※「はたらく人の幸せの7因子（はたらく幸せ7因子）／はたらく人の不幸せの7因子（はたらく不幸せ7因子）」と尺度は無償公開しています。https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/spe/well-being/
※「はたらく人の幸せ／不幸せ診断」では、無償で診断ができます。《QRコード参照》
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はたらく幸せ／不幸せ因子重視度 パーソル総合研究所×前野隆司研究室

はたらく人の幸せに関する調査【続報版】
調査結果

はたらく幸せの7因子重視度 はたらく不幸せの7因子重視度

n=3000
（pt） （pt）

※重視度は、1（重要ではない）～4（重要である）～7（極めて重要である）の1～7ptの値をとる（以降同様）
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重要視しているはたらく不幸せの7因子【順位】

重要視されるウェルビーイング因子 【順位】

重要視しているはたらく幸せの7因子【順位】

自己成長
新たな学び

リフレッシュ
ほっと一息

チームワーク
ともに歩む

他者承認
見てもらえている

他者貢献
誰かのため

自己裁量
マイペース

役割認識
自分ゴト

自己抑圧
自分なんて

理不尽
ハラスメント

協働不全
職場バラバラ

不快空間
環境イヤイヤ

評価不満
報われない

疎外感
ひとりぼっち

オーバー
ワーク
ヘトヘト

就業者 ｎ＝5,000

＊数値は、幸せ/不幸せの7因子をそれぞれ相対的に順位づけし、逆転（1位=7〜7位=1）に換算し平均値化したもの
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重要視している因子＜1位＞

就業者 ｎ＝5,000

（％）
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子

下位 上位

（強）

（弱）

影響度
（相関係数）

因子の重視度
（順位）

過小評価傾向

リフレッシュ因子重視層に見られる視野の偏り

リフレッシュを1位に挙げるタイプのフォーカシング・イリュージョン

リフレッシュ重視（1位）就業者 ｎ＝1,342

＊重視度：重要視している因子の相対的な順位 ＊影響度：はたらく幸せ実感と各因子との相関係数を順位化

自己成長因子

リフレッシュ因子

チームワーク因子

役割認識因子

他者承認因子

他者貢献因子

自己裁量因子

自己抑圧因子

理不尽因子

不快空間因子

オーバーワーク因子

協働不全因子

疎外感因子

評価不満因子

はたらく幸せの因子 はたらく不幸せの因子
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Focusing illusion
（フォーカシング・イリュージョン/焦点化幻想）

何かの判断を行う時、自分が注目する要因の
影響力を過大評価する傾向

参考文献：Kahneman, D., Krueger, A. B., Schkade, D., Schwarz, N., & Stone, A. A. (2006). 
Would you be happier if you were richer? A focusing illusion. Science, 312, 1908–1910.

＜職場での例＞

「昇給さえあれば満足度は大きく上がる」「在宅勤務ができるなら幸福度は劇的に上がる」「好きな時に休みが取れさえすれば幸せ」

→ 実施後の総合的な満足度・幸福度の実際の上昇幅は短期的・限定的になりやすい。

＜対応策＞

・ 重要度を主観評価だけで決めつけない

・ 実測データで効果を検証する

・ 単一要因への過度な焦点化を避け、複数因子の寄与を見る ・・・などがあげられる。



Copyright ©  PERSOL  RESEARCH AND CONSULTING Co., Ltd. All Rights Reserved.

自己成長因子 0.67

他者貢献因子 0.63

リフレッシュ因子 0.60

チームワーク因子 0.56

自己裁量因子 0.56

他者承認因子 0.56

役割認識因子 0.55

26

はたらく幸せ・不幸せ実感と、はたらく幸せ・不幸せ因子との関係調査結果
パーソル総合研究所

教員の職業生活に関する定量調査

はたらく幸せ実感との相関係数 はたらく不幸せ実感との相関係数

自己成長因子 0.59

他者貢献因子 0.56

役割認識因子 0.54

リフレッシュ因子 0.54

チームワーク因子 0.47

他者承認因子 0.45

自己裁量因子 0.43

評価不満因子 0.56

オーバーワーク因子 0.50

自己抑圧因子 0.44

不快空間因子 0.44

理不尽因子 0.42

協働不全因子 0.41

疎外感因子 0.38

教員全体（3800） 就業者全体* 教員全体（3800） 就業者全体*

疎外感因子 0.57

自己抑圧因子 0.56

理不尽因子 0.56

不快空間因子 0.56

協働不全因子 0.53

評価不満因子 0.52

オーバーワーク因子 0.52

※カッコ内はn数 *参照値：パーソル総合研究所・慶応義塾大学前野隆司研究室「はたらく人の幸せに関する調査」
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相関係数 自己成長因子 リフレッシュ因子 チームワーク因子 役割認識因子 他者承認因子 他者貢献因子 自己裁量因子

看護師群
（1,119）

0.519 0.449 0.382 0.456 0.459 0.490 0.419

リハビリテーション
職群

（833）
0.515 0.510 0.342 0.492 0.451 0.493 0.376

その他の医療職群
（1,048）

0.510 0.489 0.434 0.503 0.457 0.526 0.422

医療事務職群
（500） 0.594 0.417 0.411 0.402 0.419 0.573 0.318

相関係数 自己抑圧因子 理不尽因子 不快空間因子 オーバーワーク因子 協働不全因子 疎外感因子 評価不満因子

看護師群
（1,119）

0.418 0.365 0.431 0.439 0.309 0.343 0.477

リハビリテーション
職群

（833）
0.404 0.357 0.480 0.447 0.406 0.371 0.425

その他の医療職群
（1,048） 0.366 0.410 0.430 0.487 0.412 0.427 0.503

医療事務職群
（500） 0.412 0.451 0.434 0.491 0.399 0.403 0.503

パーソル総合研究所「医療従事者の職業生活に関する定量調査」

調査結果 はたらく幸せ・不幸せ実感と、はたらく幸せ・不幸せ因子との関係

は
た
ら
く
幸
せ
実
感

と
の
相
関
係
数

は
た
ら
く
不
幸
せ
実
感

と
の
相
関
係
数

※カッコ内はn数

＊相関：-1から+1の間の数値で、0は「関連がない」ことを意味する。+1または-1に近づくほど「関連が強い」ことを示す。
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組織として職業生活ウェルビーイング をいかに扱うか？

組織として職業生活ウェルビーイング
をいかに扱うか？

28
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パフォーマンス

共分散構造分析により分析＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

適合度：GFI=.999 AGFI=.997 RMSEA=.006

図中の係数は、標準化係数を記載（一部抜粋）

***：0.1％水準で有意

n=3,073（売上高増加率の有効回答者）

売上高

増加率

（前年比）

企業業績

組織

パフォーマンス

***

. 461***

.335

***

.118はたらく幸せ

実感
ワーク・エンゲイジメント

媒介効果あり

個人

パフォーマンス

***

-.151
はたらく不幸せ

実感

挑戦志向

効果なし

売上高増加率への総合効果

はたらく幸せ実感：.118
はたらく不幸せ実感：.006

ﾜｰｸ･ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ：-.004
挑戦志向：.086

組織ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽへの総合効果

はたらく幸せ実感：.461
はたらく不幸せ実感：.006

ﾜｰｸ･ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ：.289
挑戦志向：.378

効果なし

＋

－

出所：パーソル総合研究所「はたらく人の幸せに関する調査 2020」
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パフォーマンス
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はたらく幸せ実感：.461
はたらく不幸せ実感：.006

ﾜｰｸ･ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ：.289
挑戦志向：.378

効果なし

＋

－

出所：パーソル総合研究所「はたらく人の幸せに関する調査 2020」
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コミットメント

組織エンゲージメント

ロイヤリティ

ES（従業員満足度）

ワーク・ライフ・バランス

ワーク・エンゲイジメント

報酬満足

継続就業意向 理念浸透

ウェルビーイング



ウェルビーイング・健康経営・人的資本経営の関係

ウェルビーイング・健康経営・人的資本経営の関係

32

ウェルビーイングを志向することは、中・長期視点での企業価値創造の前提条件

Well-beingをマネジメント
するためのガイドライン

（ISO 25554:2024）

Well-beingに関する
総合的な情報開示
のガイドライン

（TISFD：2027年末公表予定）
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今後の「働く（労働）」とウェルビーイング 

今後の「働く（労働）」とウェルビーイング

33



労働

（働く・仕事）

私生活

（余暇・趣味）

・休息
・娯楽
・習い事

仕事と余暇の境界は変化しつつある

明確な境界



労働

（働く・仕事）

私生活

（余暇・趣味）

・場所
・時間
・組織

拡張
・育児
・家事
・介護
・資格取得

包摂

・休息
・娯楽
・習い事

拡張

・副業
・リカレント
・多拠点生活
・ワーケーション

仕事と余暇の境界は変化しつつある
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稼げる

Positive

Negative

稼げない

本業

家事

本業②

副業①

副業②

複数の仕事の掛け持ち（労働ポートフォリオ）



境界コントロール実感の影響（概観）

出所：パーソル総合研究所 「仕事と私生活の境界マネジメントに関する定量調査」

仕事と余暇の境界が曖昧になるほど、重要なのは「働く／休む」の二分法ではなく、
活動全体をどうポートフォリオ化し、回復可能性を保つかが重要となることが示唆される。



テクノロジーの進化は、「働くこと」の何を変えるのか？

人間の職業生活ウェルビーイングの条件は、単なる負荷軽減ではなく、

自律性・意味・他者とのつながりをどう保持し、拡張するかで捉え直す必要があるのでは？

Copyright Ryotaro.Inoue. All Rights Reserved. 38
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職業生活 をアップデートする３つの視点Well-being

職業生活Well-beingをアップデートする３つの視点

39

1. 余白は何に使うのか？

AIによって生まれた時間や余力を、単なる追加業務ではなく、回復・成長・探究に再投資できるか。

2. 誰が判断するのか？

AIが情報や選択肢を提示する時代に、人間は自ら問いを立て、何が望ましいかを判断できるか。

3. 誰と意味をつくるのか？

AIとの対話が容易になるほど、人間同士で経験・違和感・価値観を持ち寄り、意味・信頼・共創を育めるか。

職業生活Well-beingの論点は、
自律性・判断主体性・意味の共創の比重が大きくなるのではないか。
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AIが生む余白はウェルビーイングにつながるのか？

これまでのテクノロジー活用は、時間短縮・業務効率化・負荷軽減として語られた。

しかし、職業生活ウェルビーイングを高めるのは「余白」そのものではない。

重要なのは、その余白・余裕を自分にとって意味のあることに再投資できること。

余白をどう使うか？

回復

・心理的距離
・リラックス

成長・探究

・熟達・挑戦
・好奇心

自律性

・自己選択
・自己決定・責任

職業生活WB
・自己成長
・役割認識
・自己裁量…
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作業遂行から判断主体性へ

判断主体性
（Sense of Agency）

これまで

仕事（ミッション・タスク）
↓

知識・経験
↓
判断
↓

実行（職務遂行）

これから

仕事（ミッション・タスク）
↓

問いを立てる
↓

AIによる情報・選択肢生成
↓
判断
↓

実行（職務遂行）

人の価値は、「正しく・効率的に行うこと」だけでなく
「何が望ましいかを判断し、責任を引き受けること」へと比重が移行するのではないか。



42Copyright Ryotaro.Inoue. All Rights Reserved.

テクノロジーが進化するほど高まる人間同士の価値

AIとの対話

情報はAIと共有できるが、意味・信頼・共創は人間同士で育まれる。

出所：パーソル総合研究所「AI活用と組織マネジメントに関する定量調査 」（2026年7月）／職業生活ウェルビーイング「はたらく幸せの7因子」より

人間同士の対話

負荷のかからない相談相手

・気楽
・否定されにくい
・即時に応答してくれる

情報整理・壁打ち・相談

手間はかかるが、意味を生む

・気を遣う
・時に葛藤が起こる
・時間がかかる

承認・貢献・信頼・共創・楽しさ…

職業生活WB
・他者承認（見てもらえている） ・他者貢献（誰かの役に立つ） ・チームワーク（仲間と共に）…

代替ではなく

機能分担
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時代の職業生活におけるAI

とは？Well-being

AI時代の職業生活における
Well-beingとは？

仕事を通じて他者とのつながりや意味を共有し、仕事の過程そ
のものから喜びや好奇心が満たされている状態。

自己の存在意義（アイデンティティ）や判断軸（美意識や価値観）
をもって問いを立て、意思決定する手応えを感じられている状態。
また、そのような働き方を主体的に選択できている状態。

Ryotaro.inoue（２０２６）
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ご清聴ありがとうございました。

ご清聴ありがとうございました。
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近年、産業界において「ウェルビーイング」が注目された4つの転機

Copyright Ryotaro.Inoue. All Rights Reserved.
45

参考資料



出所：村上由美子・高橋しのぶ，2020，「GDPを超えて――幸福度を測るOECDの取り組み」，『サービソロジー』6（4）：8-15

OECDの指標

出所：https://www.oecd.org/en/data/tools/well-being-data-monitor.html

参考資料
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はたらく幸せ因子・不幸せ因子 【因子定義】

参考資料



48

健康経営

出所：経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課 「これからの健康経営について」（2025年4月）

健康経営

経済産業省

健康経営

研究会

健康経営

アライアンス

公衆衛生・

医療系

学会

健康長寿産業
連合会

社会的健康戦
略研究所

･･･etc

参考資料
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「3つの視点」（3P）と人的資本の「5つの共通要素」（5F）

出典：パーソル総合研究所 「」 より

人的資本経営
参考資料



ESGの視点と情報開示

ESGの観点が薄い企業は、

長期的な成長が期待できない？

E

E

50Copyright Ryotaro.Inoue. All Rights Reserved.

Environment

環境

G
Governance

統治

S
Social

社会

「人」はサプライチェーン・地域社会・消費者として
企業と多面的に関わり、自然・気候とも深く連関している

Well -being とsustainability について、
システミック（全体性）＆システマティック（構造・体系的に）に
情報開示していく動きも活発に

参考資料
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コミュニティ
評価指標

構成員A
個人的

評価指標A
構成員Aに期待
される成果

コミュニティに
期待される成果

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の

ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
・
コ
ン
セ
プ
ト

主観的計測値 客観的計測値

ウェルビーイング
サービス

Σ：集団化係数

構成員B
個人的

評価指標B
構成員Bに期待
される成果

構成員N
個人的

評価指標N
構成員Nに期待
される成果

出所：佐藤洋「国際規格でつくるウェルビーイング」P.26より（ISO 25554:2024の図D.1を翻訳し一部改変）一部井上追記

ウェルビーイング
プログラム

･･･

･･･

サービスの最適化 サービス提供 計測 評価指標の算出 目標と評価値の比較

※計測項目の見直し ※評価指標の見直し

※改善が必要なのはサービスだけとは限らないため、見直しが必要なときには見直す

ISO 25554:2024 ウェルビーイング推進フレームワーク参考資料
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ISO 25554:2024 参考文献・リンク

◆ISO 25554：2024 ガイド
    高齢社会－地域や企業等におけるウェルビーイングを推進するためのガイドライン
    Ageing societies -- Guidelines for promoting wellbeing in communities

◆関連図書： 佐藤洋（著）
    「国際規格でつくるウェルビーイング ISO 25554 で考える組織・地域に合わせた設計指針」（日本規格協会）       

◆関連コラム： 日経BP ヒューマンキャピタルオンライン

①「ウェルビーイングの定義は一つだけ？」 （2025.05.22）

②「ウェルビーイングはマネジメントできない？」 （2025.06.27） *邦訳版発刊前執筆のため一部用語は未整合

  ③「ウェルビーイングを推進するのはHR部門なのか？」 （2025.07.24）

ISO 25554:2024 コラム① コラム③コラム②

53

国際規格でつくる
ウェルビーイング

参考資料
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ウェルビーイング・クラフティングの循環モデル

ウェルビーイング・クラフティングの循環モデル（SEM）

就業者 ｎ＝5,000

モデル適合度
GFI=.984
AGFI=.836
CFI=.960
SRMR=.0428
RMSEA=.184
※RMSEAが不適合だが、自由度＝１と小さ
いことが影響していると考えられる。
RMSEA Problems
※図中の値は、標準化係数

参考資料
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調査結果 学生が抱く「はたらく事」のイメージ

学生が抱く「はたらく事」のイメージ
学生 ｎ＝1,041

（％）

＊図表数値は、5件法「非常にそう思う～全くそう思わない」のTop2割合

経済的項目

ポジティブ項目

ネガティブ項目
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出所：パーソル総合研究所「はたらく人のウェルビーイング実態調査 2025」

参考資料
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Q. 親のはたらく姿は、幸せそうに見えるか？

調査結果 親のはたらく姿を子どもはどのように見ているのか？

36.2％

学生 ｎ＝1,041

4.5

13.8

22.5

27.4

11.7

10.1

9.9

Q.私は、はたらくことを通じて、幸せを感じている

「そう思う」回答

40.8％

就業者のはたらく幸せ実態（2025）

＊とてもそう思う～全くそう思わない（7件法）

（％）

（％）

2025年 就業者 ｎ＝5,000
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出所：パーソル総合研究所「はたらく人のウェルビーイング実態調査 2025」

参考資料
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調査結果 親のはたらく姿と子どものはたらくイメージの関係

親のはたらく姿とはたらく事のイメージとの関係 学生 ｎ＝1,041のうち
5件法：Top２、Bottom２比較

35.2ptの差

（％）

＊図表数値は、5件法「非常にそう思う～全くそう思わない」のTop2割合

21.2ptの差

GAPが大きいGAPが大きい

（348） （223）

ポジティブなイメージ ネガティブなイメージ

（％）
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出所：パーソル総合研究所「はたらく人のウェルビーイング実態調査 2025」

参考資料
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調査結果 親のはたらく姿と子どものはたらくイメージの関係

親のはたらく姿とはたらく事のイメージとの関係 学生 ｎ＝1,041のうち
5件法：Top２、Bottom２比較

35.2ptの差

（％）

＊図表数値は、5件法「非常にそう思う～全くそう思わない」のTop2割合

21.2ptの差

GAPが大きいGAPが大きい

（348） （223）

ポジティブなイメージ ネガティブなイメージ

（％）
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出所：パーソル総合研究所「はたらく人のウェルビーイング実態調査 2025」
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